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　石井町にまたひとつ国指定重要文化財として『武知家
住宅』が内定されました。武知家住宅は、阿波藍の繁栄
を物語る藍屋敷で、県内では最大級の屋敷全体がほぼ
完全に残っており、西寝床では現在も伝統的な方法で
蒅（すくも）づくりが行われているという高い歴史的
価値を持っています。そのことが評価され、昨年 10月
19 日に国指定重要文化財に内定し、12棟の建造物群と
敷地が将来的に国の指定となります。昭和 51年に田中
家住宅が国指定を受けて以来の快挙であり、わが町に
あるふたつの藍屋敷が国指定となることは、ほんとう

に素晴らしいことです。
　また、「石井町文化財ボランティアの会」では行政と
連携しながら、わが町の貴重な文化財を大切に保存し、
後世に伝承していく活動をしています。一昨年は花之
家花奴『面劇展』を石井町議会議場で開催、昨年は 11
月 17 日の『武知家住宅見学会』や 12 月の『石井町文
化財ウォーキング』などの計画運営をしました。どのイ
ベントも町内外から多くの参加がありました。今後も
文化財への関心を高める活動を通して、石井町の活性
化につながるように頑張っていきたいと考えています。

石井町

わが町の文化財を知っていただくために！

①
②
武
知
家
住
宅　

③
④
面
劇
展
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❸ ❹
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○
雇
用
開
始

　

随
時
受
付
中

○
勤
務
地

　

石
井
町
内
5
学
童

○
勤
務
時
間

　

平
日
12
時
30
分
か
ら
19
時
の
間

　

の
4
時
間
か
ら
6
時
間

○
給
与

時
給
９
０
０
円
・
交
通
費
有
り

※
問
合
せ
先
は
社
協
又
は
各
学
童

学
童
保
育
職
員
募
集

2

高
齢
者
・
障
が
い
者
な
ん
で
も

無
料
相
談
会
in
石
井
町

皆
様
方
に
は
日
頃
か
ら
当
会

の
事
業
に
対
し
ま
し
て
、
深
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら

御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

高
齢
社
会
の
本
格
的
な
到
来

に
よ
り
、
病
気
や
認
知
症
の
リ
ス

ク
が
高
ま
る
と
同
時
に
、
介
護
を

必
要
と
す
る
方
が
増
加
し
て
い

く
な
か
、
自
分
ら
し
く
生
活
を
送

る
た
め
、
い
か
に
健
康
寿
命
を
延

ば
し
て
い
く
の
か
が
重
要
と
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。

「
ひ
と
り
で
居
る
こ
と
が
多

く
、
誰
と
も
話
さ
な
い
日
が
あ

る
」「
地
域
の
仲
間
が
ほ
し
い
」

「
地
域
の
た
め
に
何
か
し
た
い
」

な
ど
と
お
考
え
の
方
へ
、
様
々
な

行
事
を
通
じ
て
自
分
た
ち
が
楽

し
み
つ
つ
、
地
域
の
た
め
に
生
き

が
い
を
感
じ
な
が
ら
活
動
を
し

て
い
た
だ
く
た
め
、
社
協
に
「
藤

ご
あ
い
さ
つ
　
　

石
井
町
社
会
福
祉
協
議
会

小
　
林
　
智
　
仁

社
協
会
費
募
集
に
あ
た
り
、
ご

協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ま

た
各
戸
を
訪
問
し
て
い
た
だ
い
た

地
区
役
員
、
自
治
会
・
実
行
組
役

員
、民
生
委
員
、婦
人
会
等
の
方
々

に
厚
く
お
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。

皆
様
の
お
陰
を
も
ち
ま
し
て
、

２
、０
５
２
、５
５
０
円
が
集
ま
り

ま
し
た
。

集
ま
り
ま
し
た
会
費
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
の
自
主
財
源
と
し
、

よ
り
充
実
し
た
地
域
福
祉
推
進
に

役
立
た
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

次
の
方
々
か
ら
寄
付
金
を
い
た

だ
き
ま
し
た
。

（
9
月
10
日
～
12
月
17
日
）

一
金　

１
１
０
、０
０
０
円

　
　
　

天
羽
会
宗
家
桐
彩
華
様

一
金　
　

３
７
、８
４
６
円

　
　
　

石
井
町
ゴ
ル
フ
連
盟
様

一
金　
　

３
７
、９
５
０
円

　
　
　

石
井
町
農
産
物
品
評
会
様

　

皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た

善
意
は
、
大
切
に
有
意
義
に
活
用

い
た
し
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
時　

平
成
31
年
2
月
2
日
㈯

　
　
　

10
：
00
〜
12
：
00

会
場　
石
井
町
中
央
公
民
館
ホ
ー
ル

内
容

★
講
演
（
10
：
05
〜
10
：
40
）

『
ま
ず
は
知
ろ
う
！
成
年
後
見
制
度
』

　

講
師　

弁
護
士　

生
長
拓
也
氏

★
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム（
10
：
45
〜
12
：
00
）

『
私
た
ち
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！

成
年
後
見
制
度
を
利
用
し
て
自
分

ら
し
く
暮
ら
す
た
め
に
』

問
合
せ
先
（
石
井
町
社
協
）

電
話　
０
８
８
ー
６
７
４
ー
０
１
３
９

日
時　

平
成
31
年
2
月
2
日
㈯

　
　
　

13
：
30
〜
16
：
30

会
場　

石
井
町
中
央
公
民
館

費
用　

相
談
は
無
料

※
前
日
ま
で
に
予
約
が
必
要
で
す
。

予
約
・
問
合
せ

と
く
し
ま
高
齢
者
・
障
が
い
者
権

利
擁
護
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局

電
話　
０
８
０
ー
２
９
８
０
ー
９
０
１
４

昨
年
12
月
に
実
施
い
た
し
ま
し

た
「
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
」
に

は
、
５
１
０
、９
４
８
円
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

町
内
の
小
・
中
学
校
、
公
共
施

設
、
店
舗
等
、
合
計
41
カ
所
に
募

金
箱
を
設
置
し
て
い
た
だ
き
、
ま

た
12
月
23
日
に
は
、
石
井
町
女
性

の
会
会
員
と
石
井
町
社
協
役
職
員

の
計
20
人
が
街
頭
募
金
を
行
い
、

当
日
は
４
７
、０
８
３
円
の
募
金

が
集
ま
り
ま
し
た
。

お
寄
せ
い
た
だ
い
た
募
金
は
、

配
分
会
で
協
議
し
、
次
の
よ
う
に

配
分
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

昨
年
10
月
～
12
月
に
実
施
い
た

し
ま
し
た
赤
い
羽
根
共
同
募
金
に

は
、
２
、
１
２
２
、
０
５
０
円
の

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

集
ま
り
ま
し
た
募
金
は
、
徳
島

会　

長
県
共
同
募
金
会
に
納
入
し
、
配
分

金
を
受
け
て
、
社
協
の
各
種
事
業

推
進
や
各
種
団
体
の
活
動
費
と
し

て
有
効
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
」
の
事
務
局
を
置
き
、
活

動
の
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
人

の
一
生
を
と
お
し
て
求
め
ら
れ
る

福
祉
課
題
が
よ
り
複
雑
多
様
化
し
、

先
が
見
え
な
い
深
刻
な
状
況
が
急

速
に
進
行
し
て
い
く
時
代
に
お
い

て
、
今
後
も
町
民
の
皆
様
方
の
ご

理
解
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

役
職
員
一
丸
と
な
り
、
な
お
一
層

の
地
域
福
祉
の
推
進
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

社
会
福
祉
協
議
会

会
費
の
お
礼

歳
末
た
す
け
あ
い

募
金
の
お
礼

社
会
福
祉
協
議
会

へ
の
寄
付
金
お
礼

権
利
擁
護
セ
ミ
ナ
ー

赤
い
羽
根
共
同

募
金
の
お
礼

□
要
援
護
世
帯
の
方
々
へ

　
　
　

３
３
、０
０
０
円

□
児
童
社
会
奉
仕
活
動
費

　
　
　

５
０
、０
０
０
円

□
高
齢
者
給
食
・
配
食
サ
ー
ビ
ス
費

　
　

１
０
０
、０
０
０
円

□
児
童
・
生
徒
活
動
費

　
　

２
６
２
、３
０
０
円

□
地
域
福
祉
推
進
費

　
（
民
生
・
児
童
委
員
活
動
）

　
　
　

５
０
、０
０
０
円

【
歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
を
い
た

だ
い
た
方
々
】

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　
　
石
井
・
浦
庄
・
高
原
・
藍
畑
・

　
　
　
高
川
原
各
民
生
委
員
会

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　
　
石
井
・
浦
庄
・
高
原
・
藍
畑
・

　
　
　
高
川
原
各
女
性
の
会

一
金　

２
４
、３
０
０
円

　
　
　

高
原
壮
年
会

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　
　

石
井
町
消
費
者
協
会

一
金　

１
０
、０
０
０
円

　
　
　
浦
庄
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ク
ラ
ブ

（
そ
の
他
）

・
浦
庄
藤
ク
ラ
ブ
カ
ラ
オ
ケ
部
・

徳
島
番
傘
川
柳
会
・
石
井
川
柳

会
・
藤
井
寛
・
鍛
冶
芳
子
・
高
原

俳
句
の
会
・
表
千
家
茶
道
部
・
陽

明
流
瑞
顕
会
石
井
支
部
・
ち
ー

き
ー
ず

　
　
　
　
（
順
不
同
・
敬
称
略
）
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昨
年
10
月
30
日
、い
し
い
藤
ホ
ー
ル（
石

井
町
中
央
公
民
館
）
に
お
い
て
、
約
500

名
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
、
第
36
回
石

井
町
社
会
福
祉
大
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

初
の
試
み
で
、
石
井
町
主
催
の
い
き
い
き

健
康
フ
ェ
ス
テ
ィ
バル
in
い
し
い
を
同
日
開

催
し
、
福
祉
と
健
康
の
意
識
向
上
の
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

式
典
で
は
功
労
者
の
方
々
に
表
彰
状

を
贈
り
、
大
会
宣
言
で
更
な
る
地
域
福

祉
の
推
進
を
誓
い
合
い
ま
し
た
。
次
に
、

下
浦
南
楽
寿
会
の
健
康
教
室
の
取
り
組

み
発
表
、
続
い
て
、
徳
島
大
学
医
薬
学

研
究
部
地
域
医
療
福
祉
学
分
野
教
授
の

白
山
靖
彦
先
生
に
よ
る
『
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
』、
の
記
念
講
演
が

あ
り
ま
し
た
。
最
後
は
〝
私
た
ち
の
住

ん
で
い
る
石
井
町
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
〟

を
共
通
テ
ー
マ
に
、
医
師
会
・
役
場
・

社
協
・
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
事
業
報
告

等
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
午
後
は
2
階
に

お
い
て
12
種
類
の
健
康
づ
く
り
コ
ー
ナ
ー

が
開
設
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
方
が
体
験
や

測
定
等
を
行
い
盛
況
裡
に
終
了
し
ま
し
た
。

第36回石井町社会福祉大会

《
大
会
長
表
彰
》

老
人
福
祉
活
動
功
労
者

　

石　

井　

吉
本　

利
夫

　

石　

井　

佐
藤
満
利
子

　

浦　

庄　

新
井　

保
一

　

高　

原　

岡
田　

栄
治

　

高　

原　

高
橋　

清
子

老
人
福
祉
活
動
功
労
団
体

　

気
延
絆
ク
ラ
ブ

社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　

浦　

庄　

武
市　

秀
子

　

浦　

庄　

立
石　

安
子

　

高　

原　

仲　
　

量
之

　

高　

原　

矢
上　
　

堯

　

高　

原　

山
口　

信
子

　

藍　

畑　

片
岡　

純
子

　

昨
年
11
月
30
日
、
あ
わ
ぎ

ん
ホ
ー
ル
（
県
郷
土
文
化
会

館
）
に
お
い
て
、
標
記
大
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

式
典
で
は
、
永
年
に
わ
た

り
社
会
福
祉
の
推
進
に
功
績

の
あ
っ
た
方
々
に
表
彰
状
が

授
与
さ
れ
、
さ
ら
な
る
活
動

の
進
展
に
取
り
組
む
こ
と
を

誓
い
合
い
ま
し
た
。

　

石
井
町
社
協
か
ら
推
薦

し
、
表
彰
を
う
け
ら
れ
た

方
々
。�

（
敬
称
略
）

【
名
誉
大
会
長
表
彰
】

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

　

石
井
町　

吉
岡
恵
美
子

　

石
井
町　

伊
藤
ヒ
デ
コ

　

石
井
町　

笹
田　

典
子

　

高
川
原　

加
藤
加
位
子

　

高
川
原　

石
川　

純
子

　

高
川
原　

芝　
　

恵
子

青
少
年
健
全
育
成
事
業
功
労
者

　

浦　

庄　

岩
本　
　

隆

青
少
年
健
全
育
成
事
業
功
労
団
体

青
少
年
健
全
育
成

石
井
町
民
会
議
石
井
支
部

青
少
年
健
全
育
成

石
井
町
民
会
議
国
実
支
部

自
力
更
生
努
力
者

　

石　

井　

山
上　

朋
代

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労
者

　

浦　

庄　

阿
部　

義
明

　

浦　

庄　

山
下　

佳
宣

　

浦　

庄　

阿
部
美
重
子

　

藍　

畑　

桑
内　

幸
子

❶〜❹社会福祉大会　❺〜❻健康フェスティバル

※この社協だよりの発刊には、徳島県共同募金会の地域配分金が使われています。

第
62
回
徳
島
県
社
会
福
祉
大
会

受
賞
者
の
皆
さ
ん

❶

❷

❸

❹

❺ ❻ ❼

【
大
会
長
表
彰
】

◦
社
会
福
祉
事
業
功
労
者

　
吉
野
川
市　

市
原　

京
子

　

阿
波
町　

石
崎　

京
子

　

石
井
町　

井
内
喜
美
子

　

石
井
町　

井
上　

孝
行

　

石
井
町　

坂
本　
　

實

◦
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
功
労
者

　

石
井
町　

今
田
千
恵
子

　

石
井
町　

小
川　

温
子

　

石
井
町　

喜
浦
千
津
子

　

石
井
町　

北
島　

泰
代

　

石
井
町　

瀬
部　

明
子

　

石
井
町　

西
村
ヒ
デ
子

　

石
井
町　

坂
東　

麗
子

　

石
井
町　

宮
本　

昭
子

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

藍　

畑　

中
村　

澄
子

　

高
川
原　

久
米　

孝
弘

　

高
川
原　

斎
藤　

照
彦

　

高
川
原　

笠
井　

直
美

献
血
功
労
者

　

石　

井　

上
安　

雅
弘

　

石　

井　

加
藤　

康
祐

　

浦　

庄　

平
岡　

哲
男

　

浦　

庄　

天
羽　

達
也

　

高　

原　

柳
本　

和
輝

　

藍　

畑　

伊
藤　

清
子

　

藍　

畑　

坂
東　

美
幸

　

藍　

畑　

山
北　

栄
治

　

高
川
原　

平
井　

伸
仁

　

高
川
原　

武
田　

育
実

（
順
不
同
・
敬
称
略
）



4

藤
ク
ラ
ブ
通
信

学
童
保
育
ク
ラ
ブ
だ
よ
り

全
国
学
童
保
育
研
究
集
会
に

　
　
　
　

参
加
し
て

今
年
の
大
会
は
10
月
20
日
（
土
）

と
21
日（
日
）に
、開
催
さ
れ
ま
し
た
。

1
日
目
の
全
体
会
で
は
、
現
地
の

学
童
っ
子
に
よ
る
、
け
ん
玉
や
大
縄

を
使
っ
て
の
歓
迎
行
事
、
全
国
の
被

災
地
学
童
か
ら
の
報
告
、
記
念
講
演

な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
で
し
た
。
増
山

先
生
の
記
念
講
演
で
語
ら
れ
た
の
は

「
子
ど
も
の
側
か
ら
考
え
る
」
と
い

う
事
。
学
校
教
育
と
学
童
保
育
は

逆
で
あ
り
、「
子
ど
も
自
身
が
通
い

た
い
と
思
え
る
よ
う
な
学
童
に
」
と

の
言
葉
が
深
く
心
に
響
き
ま
し
た
。

2
日
目
は
、
分
科
会
に
分
か
れ
1

日
を
通
し
て
同
じ
テ
ー
マ
で
学
び
、

交
流
し
ま
し
た
。私
の
分
科
会
は「
子

ど
も
の
放
課
後
を
考
え
る
」
で
す
。

運
営
主
体
も
体
制
も
多
様
化
し
て

き
て
い
る
学
童
保
育
。
厳
し
い
状
況

を
抱
え
る
学
童
も
多
く
あ
り
ま
し

た
。
そ
れ
で
も
、「
や
っ
ぱ
り
学
童
で

な
け
れ
ば
」
と
頑
張
っ
て
い
る
全
国

の
支
援
員
や
、
数
あ
る
選
択
肢
の
中

か
ら
「
学
童
保
育
が
良
い
」
と
選
ん

で
く
れ
て
い
る
保
護
者
の
思
い
を
直

に
感
じ
る
こ
と
が
で
き
、改
め
て
「
学

童
保
育
と
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
を

確
か
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

2
日
間
を
通
じ
て
、多
く
の
学
び
、

励
ま
し
と
元
気
を
吸
収
し
て
、
今

後
の
活
力
に
繋
が
る
全
国
集
会
で
し

た
。浦

庄
と
も
だ
ち
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

富
永
江
利
子

全
国
学
童
保
育
研
究
集
会

　
　

in 
神
奈
川

10
月
20
日
、
21
日
の
両
日
、
神

奈
川
県
で
開
催
さ
れ
た
第
53
回
全
国

学
童
保
育
研
究
集
会
に
参
加
さ
せ
て

頂
き
ま
し
た
。

初
日
の
記
念
講
演
は
、
多
く
の
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。

「
学
童
は
無
罪
刑
務
所
！
何
も
悪

い
こ
と
を
し
て
い
な
い
の
に
入
れ
ら
れ

て
い
る
！
」
と
言
っ
た
子
ど
も
も
い

る
と
い
う
言
葉
が
一
番
印
象
に
残
り

ま
し
た
。
言
っ
た
子
ど
も
の
気
持
ち

を
考
え
る
と
つ
ら
い
気
持
ち
に
な
り

ま
す
。
こ
の
言
葉
を
聞
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
ま
し
た
。
本
来
、
子
ど
も
た

ち
は
、
自
由
で
い
い
の
に
、
た
く
さ

ん
の
事
に
縛
ら
れ
、
自
然
体
か
ら
か

け
は
な
れ
て
い
る
気
が
し
ま
す
。
子

ど
も
の
「
発
育
」
の
権
利
を
保
障
す

る
た
め
の
合
言
葉
「
遊
び
は
子
ど
も

の
主
食
で
す
。」
遊
び
の
中
か
ら
た

く
さ
ん
の
事
を
覚
え
て
い
き
ま
す
。

忍
耐
力
、
集
中
力
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
等
多
く
の
事
を
自
然
体

で
学
ぶ
事
の
で
き
る
場
が
学
童
保
育

だ
と
思
い
ま
し
た
。
ス
ト
レ
ス
を
抱

え
た
子
ど
も
も
で
き
る
だ
け
自
由
に

楽
し
み
「
子
ど
も
が
こ
ど
も
で
い
ら

れ
る
時
間
」
を
本
当
に
大
切
に
で
き

て
い
る
の
か
、
子
ど
も
た
ち
と
一
緒
に

考
え
な
が
ら
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2
日
目
の
分
科
会
で
は
、
様
々
な

土
地
の
ク
ラ
ブ
の
状
況
や
学
童
に
関

す
る
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
明
日
の
パ
ワ
ー
に
つ
な
が
る
研

究
集
会
で
し
た
。

藍
畑
学
童
保
育
ク
ラ
ブ　

岩
本
朱
美

◎
旅
行　

日
常
と
は
違
う
景
色
の

中
で
会
員
同
士
の
会
話
も
弾
み
、

親
睦
を
深
め
る
事
が
で
き
ま
し
た
。

【
修
学
旅
行
】

　

７
月
20
日
（
金
）、
44
名
の
参

加
者
で
京
都
へ
行
き
ま
し
た
。

世
界
遺
産
の
「
元
離
宮
二
条
城
」

と
「
京
都
御
所
」
で
歴
史
に
触
れ
、

世
界
の
刺
繍
細
工
を
見
学
し
、
美

味
し
い
昼
食
を
い
た
だ
き
、
京
漬

物
を
買
っ
て
帰
り
ま
し
た
。

【
会
員
親
睦
旅
行
】

　

12
月
４
日
（
火
）、
92
名
の
参

加
者
が
4
台
の
バ
ス
に
分
乗
し
、

美
馬
市
の
油
屋
美
馬
館
へ
行
き
ま

し
た
。
美
馬
町
に
あ
る
「
寺
町
」

を
ガ
イ
ド
さ
ん
に
案
内
し
て
い
た
だ

き
、「
油
屋
」
で
、
ゆ
っ
た
り
昼
食
・

ほ
っ
こ
り
入
浴
・
た
っ
ぷ
り
カ
ラ
オ

ケ
を
楽
し
み
、
帰
り
に
寄
っ
た
「
あ

ん
み
つ
館
」
で
は
、
色
と
り
ど
り

の
洋
ラ
ン
に
癒
さ
れ
ま
し
た
。

◎
体
育
大
会　

10
月
16
日
（
火
）、

石
井
町
前
山
体
育
館
で
開
催
し
ま

し
た
。

　

約
５
０
０
名
の
参
加
者
は
、
体

操
や
踊
り
で
は
和
気
あ
い
あ
い
と
、

得
点
種
目
で
は
各
地
区
の
た
め
に
、

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
た
。

結
果
、
優
勝
は
高
川
原
地
区
、
準

優
勝
は
石
井
地
区
で
し
た
。

◎
み
ず
ほ
教
育
福
祉
財
団
助
成
事

業　

本
年
度
は
助
成
金
を
受
け
、

様
々
な
講
座
を
開
催
、
ま
た
は
予

定
し
て
い
ま
す
。

【
開
講
式
・
い
き
い
き
百
歳
体
操
で

楽
し
く
健
康
に
】�

6
月
12
日

【
第
2
回
・
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
】�

7
月
25
日

【
第
3
回
・
口
腔
ケ
ア
と
タ
オ
ル
を

使
っ
た
体
操
】�

8
月
21
日

【
第
4
回
・
ラ
ダ
ー
ゲ
ッ
タ
ー
】

9
月
21
日

【
第
5
回・楽
し
く
踊
り
を
覚
え
よ
う
】

�

10
月
2
日
・
10
月
4
日

【
第
6
回
・
健
康
ウ
ォ
ー
キン
グ
大
会
】

�

11
月
5
日

【
第
7
回
・
料
理
教
室
】

�

11
月
27
日

【
第
8
回
・
薬
い
ろ
い
ろ
役
立
つ
話
】

�

1
月
8
日

【
第
9
回
・
健
康
ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会
】

�

2
月
15
日
予
定

【
閉
講
式
・
地
域
包
括
支
援
について
】

�

3
月
1
日
予
定

◎
部
活
動　

各
部
で
楽
し
く
活
動

し
、
大
会
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
女
性
部
】
2
／
19
予
定　

介
護

予
防
講
座

【
芸
能
部
】
9
／
28
第
36
回
芸
能

大
会　
石
井
分
館

【
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
】
５
／
24
町
老

連
会
長
杯
優
勝　

見
正
寺
チ
ー
ム

9
／
24
町
社
協
会
長
杯
優
勝　

浦

庄
チ
ー
ム　

11
／
15
町
長
杯
優
勝

　

見
正
寺
チ
ー
ム

【
カ
ラ
オ
ケ
】
6
／
15
第
77
回
カ
ラ

オ
ケ
大
会　

藍
畑
分
館　

11
／
20

第
78
回
カ
ラ
オ
ケ
大
会　

高
原
分

館【グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
】
5
／
21
春

季
大
会　
一
位　

久
米
淳
、
二
位

山
本
昌
義
、
三
位　

坂
本
實

6
／
18
石
井
・
神
山
交
流
大
会　

一
位　

多
田
良
一
、
二
位　

姫
野

恒
子
、
三
位　

植
林
忠
雄

9
／
3
秋
季
大
会　
一
位　

秋
山

旭
、
二
位　

姫
野
恒
子
、
三
位　

吹
田
晴
美

11
／
12
町
老
連
会
長
杯
一
位　

穂

積
正
子
、
二
位　

姫
野
恒
子
、
三

位　

片
田
啓
子

2
／
4
町
長
杯
予
定

会
員
募
集

一
緒
に
楽
し
く
活
動
し
ま
し
ょ
う
！

（
年
会
費
：
５
０
０
円
）
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平
成
30
年
10
月
21
日
石
井
町
中

央
公
民
館
を
会
場
と
し
、
第
21
回

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

を
開
催
し
ま
し
た
。
天
気
に
も
恵

ま
れ
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
時
開
催
し
た
第
12
回

「
こ
ど
も
文
化
祭
・
美
術
展
」
に

は
小
中
学
生
や
高
校
生
の
み
な
さ

ん
に
歌
や
ダ
ン
ス
、
絵
画
や
書
道

作
品
の
展
示
等
た
く
さ
ん
の
方
々

に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ご
参
加
・
ご
観
覧
い
た
だ
い
た

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。

　

平
成
30
年
12
月
16
日
（
日
）
中

央
公
民
館
を
会
場
に
「
第
21
回
石

井
町
親
子
ク
リ
ス
マ
ス
会
」
を
開

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

第
21
回
石
井
町

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

石
井
町
親
子

ク
リ
ス
マ
ス
会

石
井
町
サ
ー
ク
ル
紹
介

　

平
成
11
年
よ
り
活
動
。
町
内
小

学
校
へ
出
向
き
、
点
字
体
験
授
業

を
通
し
て
、
視
覚
障
が
い
者
へ
の

理
解
と
き
づ
き
を
語
っ
て
い
ま
す
。

又
、
行
政
の
広
報
や
ゴ
ミ
カ
レ
ン

ダ
ー
等
を
目
の
不
自
由
な
人
た
ち

に
提
供
し
、
町
民
共
生
の
社
会
作

り
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
く
こ
と

　

私
達
は
、
高
齢
者
、
聴
覚
障
害

者
の
理
解
と
、
災
害
が
起
き
た
時
、

率
先
し
て
介
助
を
実
行
で
き
る
子

供
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
町

内
小
中
学
生
の
児
童
と
一
緒
に
手

話
の
体
験
学
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

十
年
余
り
と
な
り
、
思
い
や
り
、

や
さ
し
さ
の
心
が
育
っ
て
き
た
事

を
感
じ
ま
す
。

　

ぜ
ひ
こ
の
活
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。
年
齢
は
問
い
ま
せ
ん
。

南
谷
美
香
・
小
川
久
美
子

伊
藤
秀
子

　

各
サ
ー
ク
ル
で
は
、
一
緒
に
活

動
し
て
く
だ
さ
る
会
員
さ
ん
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
関
心
の
あ
る
方
、

各
サ
ー
ク
ル
の
活
動
内
容
等
に
つ

い
て
は
、
社
協
（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

セ
ン
タ
ー
）
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
電
話
０
８
８
ー
６
３
７
ー
４
３
３
３

★
活
動
内
容

１
、
各
広
報
誌
等
を
音
読
し
テ
ー

プ
に
録
音
提
供

　
「
町
政
だ
よ
り
」「
広
報
い
し
い
」

「
社
協
だ
よ
り
」「
ハ
ー
ネ
ス
と

く
し
ま
」「
声
の
月
刊
誌
」
等

催
し
ま
し
た
。
大
学
生
に
よ
る
ハ

ン
ド
ベ
ル
演
奏
や
、
子
ど
も
た
ち

の
歌
や
ダ
ン
ス
で
盛
り
上
が
り
、

と
て
も
賑
や
か
な
ク
リ
ス
マ
ス
会

で
し
た
。
前
日
や
当
日
に
お
手
伝

い
い
た
だ
い
た
は
ぐ
く
み
子
育
て

応
援
団
の
会
員
の
方
々
、
中
・

高
・
大
学
生
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

皆
様
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

〔
点
訳
サ
ー
ク
ル
ほ
ほ
え
み
〕

〔
手
話
サ
ー
ク
ル
〕

〔
音
訳
サ
ー
ク
ル
こ
だ
ま
〕

で
、
自
分
自
身
も
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
心
を
常
に
持
ち
続
け
て
い
ま
す
。

（
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
）

　
　
　
　
　

代
表　

仁
木
喜
久
美

２
、
対
面
朗
読
…
希
望
の
本
を
対

面
で
朗
読

３
、
紙
芝
居
の
読
み
聞
か
せ

★
登
録
会
員
10
名

★
活
動
期
間
２
０
０
９
年
～
現
在

に
至
る

活
動
会
員
を
募
っ
て
い
ま
す
！

一
緒
に
活
動
し
ま
せ
ん
か
？

井
内　

キ
ヌ
子
さ
ん
（
天
神
）

　

大
正
7
年
8
月
1
日
生
ま
れ

以
西　

ハ
ナ
ヱ
さ
ん
（
高
川
原
）

　

大
正
7
年
11
月
7
日
生
ま
れ

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後

も
お
元
気
で
お
暮
ら
し
く
だ
さ
い
。
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社
会
福
祉
協
議
会

の
行
事
予
定

平
成
31
年
２
月
〜
7
月

2 月
　◆権利擁護セミナー（2/2）
3月
　◆理事会◆評議員会
5月
　◆日本赤十字社費募集（5/1 〜 6/ 末）
　◆監事会◆理事会
6月
　◆定時評議員会
7月
　◆社協だより（第 76号）発刊（7/31）

その他
・徳島県婦人団体連合会カローリング大会（2/24）
・東部地区赤十字奉仕団幹部研修会（2/27）
・藤クラブひとり暮らし高齢者友愛訪問員会（3/1）
・とくしまマラソン 2019給水ボランティア（3/17）
・石井町ボランティア連絡協議会総会（4月）
・石井町はぐくみ子育て応援団総会（4月）
・みらいフェスタ in いしい 2019（5/19）
・石井町藤クラブ総会（5月）
・石井町女性の会 ･赤十字奉仕団総会（6月）
・石井町藤クラブ大学 ･修学旅行（6月）

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り

配分金表（主な職種１時間単価）
単 純 作 業 　 技　　 能　 事 務・ 管 理

屋内 ･外作業
草取り
清掃作業
農作業
刈り払い機

剪定 ･塗装
消毒10ℓ
障子張替1枚
襖張替1枚
網戸張替1枚

事務整理
宛名書き1枚
建物管理
倉庫管理
守衛

756円〜
756円〜
756円〜
756円〜

1,080円　

1,080円　
1,100円　
1,000円〜
3,700円〜
1,100円〜

1,080円　
52円〜
756円〜
756円〜
756円〜

石井町シルバー人材センターでは、会員を募集しております。
シルバー人材センターは、働く事を通じて生きがいを感じていただく所です。
地域のため、人のため、自分の健康のために働いてみませんか。
対象は石井町在住の方で、原則60歳以上の働く意欲のある方です。
会員登録は、石井町社会福祉協議会（石井町クリーンセンター管理棟）１階事務所におい
て、月曜日〜金曜日･８時30分〜17時15分まで受付を行っていますので、事務局にお越し
ください。
簡単な説明と申込書類をお渡しします。

働く意欲マンマンのシルバーパワー募集中
石井町シルバー人材センターで働いてみませんか

まずはお気軽にお問合せください
石井町シルバー人材センター
☎088-674-7840

《広報編集委員》石井地区　◎山㟢文靖　河野さち子　浦庄地区　河崎惠子　松家美知子　高原地区　高橋三紀　藍畑地区　高木淑惠　松尾昌子
　　　　　　　　高川原地区　瀬部和子　上田陽美　編集協力　藤本七三夫　写真提供　坂東武志　◎は編集委員長

チエブクロー チエブクロー

ペットボトルキャップの回収終了 ホームページリニューアル
　平成 30 年 11 月 30 日をもってペットボトル
キャップ回収事業を終了させていただきました。
　永年にわたり多くの皆様のご協力をいただきま
して誠にありがとうございました。

石井町社協のホームページが新しくなりました！
随時、更新しながら情報発信していきますので、
ぜひご覧ください！！
URL https://www.ishiicyoshakyo.or.jp/


